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原・浮
島
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動

　

昨
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
が
放
映
さ
れ
、

大
河
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物
の
阿
野

全
成
の
墓
が
あ
る
浮
島
地
区
井
出

の
大
泉
寺
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
原
・
浮
島
地
区
観
光
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

沼
津
市
商
工
会
観
光
サ
ー
ビ
ス
部

会
、
原
地
区
連
合
自
治
会
・
浮
島

地
区
連
合
自
治
会
と
協
力
し
て
、

今
ま
で
に
な
い
企
画
と
し
て
、

「
阿
野
祭
」
と
い
う
お
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
１
回
と
今
年
の
第
２

回
の
開
催
で
は
、
多
く
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

来
年
以
降
も
こ
の
お
祭
り
に
つ
い

て
、
毎
年
内
容
を
少
し
ず
つ
改
善

し
な
が
ら
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

 
沼
津
市
西
部
地
区
に
お
い
て
は
、

松
蔭
寺
・
帯
笑
園
・
興
国
寺
城
跡

地
な
ど
の
文
化
財
遺
産
は
あ
り
ま

す
が
、
観
光
の
た
め
に
人
を
呼
ぶ

と
い
う
こ
と
は
、
積
極
的
に
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。

 

現
在
は
、
観
光
客
を
呼
び
込
む

と
い
う
よ
り
ま
ず
、
地
元
に
住
ん

で
い
る
方
々
に
何
が
あ
り
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
観

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

商
工
会
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
を

は
じ
め
、
他
の
部
会
と
も
協
力
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
女
性
部
会
と
観
光
サ

ー
ビ
ス
部
会
の
共
催
事
業
で
清
梵

寺
で
の
坐
禅
体
験
・
長
興
寺
で
の

法
話
、
原
・
浮
島
地
区
の
お
寺
巡

り
な
ど
を
企
画
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
団
体
・
住
民
の

方
々
や
沼
津
市
と
協
力
し
合
い
、

文
化
財
遺
産
巡
り
、
網
引
き
・
田

植
え
・
茶
摘
み
な
ど
体
験
型
観
光

を
取
り
入
れ
、
西
部
地
区
の
観
光

推
進
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

指
導
員
だ
よ
り

海
業
と
は
何
？

　

９
月
中
旬
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス

に
「
海
業
で
漁
港
活
性
化
」
と
い

う
記
事
で
戸
田
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）
と
は
、

神
奈
川
県
三
浦
市
か
ら
始
ま
っ
た
、

「
海
・
景
観
・
伝
統
・
文
化
な
ど

の
多
様
な
地
域
資
源
を
フ
ル
に
活

用
し
て
展
開
さ
れ
る
、
漁
業
者
を

中
心
と
し
た
地
域
の
人
々
の
生
産

か
ら
サ
ー
ビ
ス
に
い
た
る
ま
で
の

一
連
の
経
済
活
動
の
総
称
」
の
こ

と
で
、
今
年
３
月
に
水
産
庁
に
よ

る
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
県
内
で

は
牧
之
原
市
の
地
頭
方
漁
港
と
共

に
戸
田
漁
港
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
全
国
商
工

会
連
合
会
の
機
関
誌
「
月
刊
商
工

会
」
に
て
戸
田
地
区
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
取
材
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

戸
田
の
魅
力
で
あ
り
強
み
は
や
は

り
「
海
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

 

今
後
、
海
業
推
進
に
伴
う
様
々

な
動
き
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
す
る

商
工
会
と
し
て
も
、
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

               

指
導
員
Ｙ
Ｋ

新
会
員
の
ご
紹
介

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

前
田
真
吾
（
原
町
中
）

　

               

便
利
屋

庄
司
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
西
町
）

　

庄
司
拡　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

Ｃ
ａ
ｌ
ｍ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
（
戸
田
）

　

吉
田
健　

宿
泊
業 （

敬
称
略
）

   

戸
田
支
所 

合
同
視
察
研
修

９
月　

日　

於　

東
京
都
台
東
区 

浅
草
雷
門
前 

（
3
面
に
詳
細
）

28

原・浮島観光プロジェクト
チームリーダー　
大場 豪文

後
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
後
期
分
の
商

工
会
費
を
12
月
20
日
（
水
）
に
、

指
定
の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が

近
づ
き
ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ま
た
、
口
座
振
替
を
指
定
し
て

い
な
い
原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

10
月
か
ら
来
年
１
月
ま
で
の
間
、

沼
津
市
商
工
会
は
『
組
織
財
政
基

盤
強
化
推
進
月
間
』
と
し
て
、
会

員
事
業
所
の
経
営
安
定
と
商
工
会

の
基
盤
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

 

①
会
員
・
組
織
の
増
強
、
②
経

営
支
援
の
強
化
、
③
会
員
福
利
厚

生
の
充
実
、
④
商
工
会
の
自
己
財

源
比
率
の
向
上
の
４
つ
の
強
化
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

経
営
等
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
機
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

静
岡
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含

む
）
に
適
用
さ
れ
る
「
静
岡
県
最

低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、
令
和
５

年
10
月
１
日
か
ら
『
時
間
額
９
８

４
円
』
と
な
り
ま
し
た
。
特
定
の

産
業
に
は
産
業
別
の
最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

最
低
賃
金
改
正
9
8
4
円

福祉共済ご加入の皆様へ  ご確認下さい。

①けが、病気の共済金請求忘れはありませんか？

②個人賠償責任保険をご存知ですか？2016年に補償が
   追加されています。業務外で他人に損害を与えてしまった
   ケースを補償します。請求漏れはありませんか？
③経営相談の一環で生命保険の保険相談を行っています

      気になる点がある方は商工会までご連絡ください！

「
基
盤
強
化
推
進
月
間
」取
組
中
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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
『
は

ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
』
を

11
月
12
日
（
日
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
今
年
は
20
店
舗
以
上
の
飲

食
店
に
よ
る
渾
身
の
逸
品
が
勢
ぞ

ろ
い
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の

見
ど
こ
ろ
と
し
て
、

　

10
月
か
ら
開
始
し
た
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
や
自
社
の
経
営
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
学
ぶ
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス

の
届
出
を
す
べ
き
か
否
か
を
い
っ

た
判
断
の
基
準
や
、
帳
簿
上
の
取

り
扱
い
・
イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載
方

法
と
い
っ
た
実
務
面
で
の
説
明
、

消
費
税
の
納
付
額
の
計
算
と
い
っ

た
幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
ほ
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
は
個
々
の
事
業
者
の
事
情
（
業

種
や
顧
客
）
に
よ
り
対
応
が
異
な

る
た
め
、
講
義
終
了
後
は
個
別
の

相
談
対
応
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　

は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の

　
　
　

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

と　

   

11
月
12
日
（
日
） 

　
　
　

10
時
〜
15
時　

　
　
　

※
少
雨
決
行
・
雨
天
中
止

　
　
　

原
地
区
セ
ン
タ
ー
広
場　

　

（
沼
津
市
原
１
２
０
０‐３
)

長興寺（ちょうこうじ）

海
上
山 

長
興
寺（
大
塚
） 

　
　

臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
　
　
　
　
　

松
下
宗
柏 

住
職

本
尊
＝
虚
空
蔵
菩
薩 

開
山
＝
友
嶽
西
堂
禅
師 

 

約
六
六
〇
年
前
の
康
安
年
間（
室

町
時
代
）鎌
倉
建
長
寺
の
開
山
大

覚
禅
師
の
弟
子
で
あ
る
友
嶽
和
尚

が
行
脚
中
、原
の
浜
辺
に
差
し
掛

か
っ
た
時
、海
の
響
き
に
悟
り
が
開

け
、大
い
に
喜
び
念
持
仏
の
虚
空
蔵

菩
薩
を
奉
安
し
て
近
く
に
お
堂
を

建
て
た
。そ
の
場
所
が
砂
州
上
に

あ
り
、根
方
街
道
か
ら
満
潮
の
時

に
海
の
上
に
有
る
様
に
見
え
た
の

で
山
号
を「
海
上
山
」と
し
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
半
ば
に
白
隠
禅
師
の

道
友
で
あ
る
大
義
和
尚（
長
興
寺

準
開
山
）に
よ
り
清
見
寺
末
、妙
心

寺
派
と
な
っ
た
。長
興
寺
は
こ
の
よ

う
な
創
建
伝
承
か
ら
海
と
深
い
縁

の
あ
る
寺
で
、境
内
に
海
の
神
様
で

あ
る
金
比
羅
大
権
現
を
祀
る
金
毘

羅
堂
を
建
て
た
。航
海
安
全・大
漁

祈
願
の
寺「
駿
河
の
金
毘
羅
さ
ん
」

と
し
て
知
ら
れ
、多
く
の
漁
業
関
係

者
が
訪
れ
、賑
わ
っ
た
。平
成
五
年

金
毘
羅
堂
再
建
を
機
に
翌
年
よ
り

毎
年
五
月
又
は
六
月
の
金
毘
羅
大

祭
に
は
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
の
成

長
を
願
う
奉
納
泣
き
相
撲
大
会

が
行
わ
れ
、原
の
風
物
詩
に
な
っ
て

い
る
。

　

隣
接
す
る
松
蔭
寺
に
は
白
隠
禅

師
に
指
導
を
求
め
、全
国
各
地
か

ら
修
行
僧
が
参
集
し
長
興
寺
は
修

行
僧
の
宿
坊
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

修
行
僧
が
通
っ
た
道
は「
白
隠
道

（
本
堂
裏
）と
言
わ
れ
、近
年
整
備

さ
れ
た
。

　

長
興
寺
茶
室「
清
心
庵
」は
大

徳
寺
塔
頭
龍
光
院
の
茶
室
国
宝

「
蜜
庵
席
」を
写
し
た
も
の
で
、祭

典
当
日
は
開
放
さ
れ
又
茶
会
等
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

                         

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

じ
ょ
う
し
ん
あ
ん

た
っ
ち
ゅ
う

み
つ
た
ん
せ
き

か
い
じ
ょ
う
ざ
ん

み
ち

は
ら
逸
品

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
開
催

●
自
転
車
教
室
の
開
催

　

Ｔ
Ｖ
に
て
何
度
も
紹
介
さ
れ

た
話
題
の
自
転
車
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

●
消
防
車
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の

   

展
示

　

当
日
会
場
に
、
消
防
車
と
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
が
登
場
し
ま
す
。

※
展
示
撮
影
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
静
岡
ア
イ
ド
ル
「
ｎ
ｏ 

Ｆ
ｉ

ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
」
の
ラ
イ
ブ
決
定
！

と
い
っ
た
催
し
も
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

主
催

と
き

と
こ
ろ

戸
田
支
所
合
同
視
察
研
修

イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

９
月
28
日（
木
）〜
29
日（
金
）の

２
日
間
、
９
月
下
旬
と
は
思
え
な

い
残
暑
の
中
、
戸
田
支
所
合
同
視

察
研
修
を
４
年
振
り
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
マ
ス
コ
ミ
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
行
い
、
各
班
に
分
か
れ
、
永
田

町
の
静
岡
県
東
京
事
務
所
（
ふ
じ

の
く
に
大
使
館
）
及
び
有
楽
町
の

静
岡
県
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
に
昨

年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
逸
品
冊
子

の
紹
介
及
び
提
供
を
行
い
、
そ
し

て
戸
田
の
逸
品
を
景
品
と
し
て
提

供
し
て
い
る
観
光
経
済
新
聞
社
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
観
光
経
済
新
聞
社
で

は
、
企
画
推
進
部
長
で
あ
る
江
口

英
一
氏
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
観

光
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
情
報
収
集
や
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
観
光
業
者
と
直
に
携
わ
る
事

業
者
と
の
感
覚
の
違
い
に
つ
い
て

江
口
氏
も
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
秋
葉
原
駅
近
く
に
あ
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
運
営
す
る
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
ち
ゃ
ば
ら
）
内
に
あ

る
日
本
百
貨
店
し
ょ
く
ひ
ん
か
ん

を
訪
問
し
、
静
岡
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
『
お
い
し
ず
』
や
富
士

市
に
本
社
が
あ
る
海
産
物

販
売
会
社
の
店
舗
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
移

動
中
を
含
め
ど
の
場
所
に

行
っ
て
も
外
国
人
観
光
客

で
溢
れ
て
賑
わ
う
光
景
を

目
の
当
た
り
に
し
、
参
加

さ
れ
た
役
員
か
ら
の
「
こ

の
う
ち
の
数
パ
ー
セ
ン
ト

で
も
戸
田
に
来
て
く
れ
れ

ば
…
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

観光経済新聞社を訪問観光経済新聞社を訪問
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原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

原
の
寺

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
『
は

ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
』
を

11
月
12
日
（
日
）
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
今
年
は
20
店
舗
以
上
の
飲

食
店
に
よ
る
渾
身
の
逸
品
が
勢
ぞ

ろ
い
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
の

見
ど
こ
ろ
と
し
て
、

　

10
月
か
ら
開
始
し
た
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
や
自
社
の
経
営
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
学
ぶ
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス

の
届
出
を
す
べ
き
か
否
か
を
い
っ

た
判
断
の
基
準
や
、
帳
簿
上
の
取

り
扱
い
・
イ
ン
ボ
イ
ス
の
記
載
方

法
と
い
っ
た
実
務
面
で
の
説
明
、

消
費
税
の
納
付
額
の
計
算
と
い
っ

た
幅
広
い
内
容
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
ほ
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
は
個
々
の
事
業
者
の
事
情
（
業

種
や
顧
客
）
に
よ
り
対
応
が
異
な

る
た
め
、
講
義
終
了
後
は
個
別
の

相
談
対
応
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　

は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の

　
　
　

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会

と　

   

11
月
12
日
（
日
） 

　
　
　

10
時
〜
15
時　

　
　
　

※
少
雨
決
行
・
雨
天
中
止

　
　
　

原
地
区
セ
ン
タ
ー
広
場　

　

（
沼
津
市
原
１
２
０
０‐３
)

長興寺（ちょうこうじ）

海
上
山 

長
興
寺（
大
塚
） 

　
　

臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
　
　
　
　
　

松
下
宗
柏 

住
職

本
尊
＝
虚
空
蔵
菩
薩 

開
山
＝
友
嶽
西
堂
禅
師 

 

約
六
六
〇
年
前
の
康
安
年
間（
室

町
時
代
）鎌
倉
建
長
寺
の
開
山
大

覚
禅
師
の
弟
子
で
あ
る
友
嶽
和
尚

が
行
脚
中
、原
の
浜
辺
に
差
し
掛

か
っ
た
時
、海
の
響
き
に
悟
り
が
開

け
、大
い
に
喜
び
念
持
仏
の
虚
空
蔵

菩
薩
を
奉
安
し
て
近
く
に
お
堂
を

建
て
た
。そ
の
場
所
が
砂
州
上
に

あ
り
、根
方
街
道
か
ら
満
潮
の
時

に
海
の
上
に
有
る
様
に
見
え
た
の

で
山
号
を「
海
上
山
」と
し
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
半
ば
に
白
隠
禅
師
の

道
友
で
あ
る
大
義
和
尚（
長
興
寺

準
開
山
）に
よ
り
清
見
寺
末
、妙
心

寺
派
と
な
っ
た
。長
興
寺
は
こ
の
よ

う
な
創
建
伝
承
か
ら
海
と
深
い
縁

の
あ
る
寺
で
、境
内
に
海
の
神
様
で

あ
る
金
比
羅
大
権
現
を
祀
る
金
毘

羅
堂
を
建
て
た
。航
海
安
全・大
漁

祈
願
の
寺「
駿
河
の
金
毘
羅
さ
ん
」

と
し
て
知
ら
れ
、多
く
の
漁
業
関
係

者
が
訪
れ
、賑
わ
っ
た
。平
成
五
年

金
毘
羅
堂
再
建
を
機
に
翌
年
よ
り

毎
年
五
月
又
は
六
月
の
金
毘
羅
大

祭
に
は
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
の
成

長
を
願
う
奉
納
泣
き
相
撲
大
会

が
行
わ
れ
、原
の
風
物
詩
に
な
っ
て

い
る
。

　

隣
接
す
る
松
蔭
寺
に
は
白
隠
禅

師
に
指
導
を
求
め
、全
国
各
地
か

ら
修
行
僧
が
参
集
し
長
興
寺
は
修

行
僧
の
宿
坊
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

修
行
僧
が
通
っ
た
道
は「
白
隠
道

（
本
堂
裏
）と
言
わ
れ
、近
年
整
備

さ
れ
た
。

　

長
興
寺
茶
室「
清
心
庵
」は
大

徳
寺
塔
頭
龍
光
院
の
茶
室
国
宝

「
蜜
庵
席
」を
写
し
た
も
の
で
、祭

典
当
日
は
開
放
さ
れ
又
茶
会
等
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

                         

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

じ
ょ
う
し
ん
あ
ん

た
っ
ち
ゅ
う

み
つ
た
ん
せ
き

か
い
じ
ょ
う
ざ
ん

み
ち

は
ら
逸
品

う
ま
い
も
の
フ
ェ
ス
開
催

●
自
転
車
教
室
の
開
催

　

Ｔ
Ｖ
に
て
何
度
も
紹
介
さ
れ

た
話
題
の
自
転
車
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

●
消
防
車
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の

   

展
示

　

当
日
会
場
に
、
消
防
車
と
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
が
登
場
し
ま
す
。

※
展
示
撮
影
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
静
岡
ア
イ
ド
ル
「
ｎ
ｏ 

Ｆ
ｉ

ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
」
の
ラ
イ
ブ
決
定
！

と
い
っ
た
催
し
も
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

主
催

と
き

と
こ
ろ

戸
田
支
所
合
同
視
察
研
修

イ
ン
ボ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

９
月
28
日（
木
）〜
29
日（
金
）の

２
日
間
、
９
月
下
旬
と
は
思
え
な

い
残
暑
の
中
、
戸
田
支
所
合
同
視

察
研
修
を
４
年
振
り
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
マ
ス
コ
ミ
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
行
い
、
各
班
に
分
か
れ
、
永
田

町
の
静
岡
県
東
京
事
務
所
（
ふ
じ

の
く
に
大
使
館
）
及
び
有
楽
町
の

静
岡
県
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
に
昨

年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
逸
品
冊
子

の
紹
介
及
び
提
供
を
行
い
、
そ
し

て
戸
田
の
逸
品
を
景
品
と
し
て
提

供
し
て
い
る
観
光
経
済
新
聞
社
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
観
光
経
済
新
聞
社
で

は
、
企
画
推
進
部
長
で
あ
る
江
口

英
一
氏
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
観

光
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
情
報
収
集
や
意

見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
観
光
業
者
と
直
に
携
わ
る
事

業
者
と
の
感
覚
の
違
い
に
つ
い
て

江
口
氏
も
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
秋
葉
原
駅
近
く
に
あ
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
運
営
す
る
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
ち
ゃ
ば
ら
）
内
に
あ

る
日
本
百
貨
店
し
ょ
く
ひ
ん
か
ん

を
訪
問
し
、
静
岡
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
『
お
い
し
ず
』
や
富
士

市
に
本
社
が
あ
る
海
産
物

販
売
会
社
の
店
舗
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
移

動
中
を
含
め
ど
の
場
所
に

行
っ
て
も
外
国
人
観
光
客

で
溢
れ
て
賑
わ
う
光
景
を

目
の
当
た
り
に
し
、
参
加

さ
れ
た
役
員
か
ら
の
「
こ

の
う
ち
の
数
パ
ー
セ
ン
ト

で
も
戸
田
に
来
て
く
れ
れ

ば
…
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。

観光経済新聞社を訪問観光経済新聞社を訪問

ふじのくに大使館（静岡県東京事務所）ふじのくに大使館（静岡県東京事務所）

Zoomによる戸田支所との合同セミナーZoomによる戸田支所との合同セミナー
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原・浮
島
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
動

　

昨
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
が
放
映
さ
れ
、

大
河
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物
の
阿
野

全
成
の
墓
が
あ
る
浮
島
地
区
井
出

の
大
泉
寺
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
原
・
浮
島
地
区
観
光
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

沼
津
市
商
工
会
観
光
サ
ー
ビ
ス
部

会
、
原
地
区
連
合
自
治
会
・
浮
島

地
区
連
合
自
治
会
と
協
力
し
て
、

今
ま
で
に
な
い
企
画
と
し
て
、

「
阿
野
祭
」
と
い
う
お
祭
り
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
１
回
と
今
年
の
第
２

回
の
開
催
で
は
、
多
く
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

来
年
以
降
も
こ
の
お
祭
り
に
つ
い

て
、
毎
年
内
容
を
少
し
ず
つ
改
善

し
な
が
ら
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

 

沼
津
市
西
部
地
区
に
お
い
て
は
、

松
蔭
寺
・
帯
笑
園
・
興
国
寺
城
跡

地
な
ど
の
文
化
財
遺
産
は
あ
り
ま

す
が
、
観
光
の
た
め
に
人
を
呼
ぶ

と
い
う
こ
と
は
、
積
極
的
に
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。

 

現
在
は
、
観
光
客
を
呼
び
込
む

と
い
う
よ
り
ま
ず
、
地
元
に
住
ん

で
い
る
方
々
に
何
が
あ
り
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
観

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

商
工
会
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
を

は
じ
め
、
他
の
部
会
と
も
協
力
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
女
性
部
会
と
観
光
サ

ー
ビ
ス
部
会
の
共
催
事
業
で
清
梵

寺
で
の
坐
禅
体
験
・
長
興
寺
で
の

法
話
、
原
・
浮
島
地
区
の
お
寺
巡

り
な
ど
を
企
画
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
団
体
・
住
民
の

方
々
や
沼
津
市
と
協
力
し
合
い
、

文
化
財
遺
産
巡
り
、
網
引
き
・
田

植
え
・
茶
摘
み
な
ど
体
験
型
観
光

を
取
り
入
れ
、
西
部
地
区
の
観
光

推
進
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

指
導
員
だ
よ
り

海
業
と
は
何
？

　

９
月
中
旬
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス

に
「
海
業
で
漁
港
活
性
化
」
と
い

う
記
事
で
戸
田
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）
と
は
、

神
奈
川
県
三
浦
市
か
ら
始
ま
っ
た
、

「
海
・
景
観
・
伝
統
・
文
化
な
ど

の
多
様
な
地
域
資
源
を
フ
ル
に
活

用
し
て
展
開
さ
れ
る
、
漁
業
者
を

中
心
と
し
た
地
域
の
人
々
の
生
産

か
ら
サ
ー
ビ
ス
に
い
た
る
ま
で
の

一
連
の
経
済
活
動
の
総
称
」
の
こ

と
で
、
今
年
３
月
に
水
産
庁
に
よ

る
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
県
内
で

は
牧
之
原
市
の
地
頭
方
漁
港
と
共

に
戸
田
漁
港
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
全
国
商
工

会
連
合
会
の
機
関
誌
「
月
刊
商
工

会
」
に
て
戸
田
地
区
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
取
材
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

戸
田
の
魅
力
で
あ
り
強
み
は
や
は

り
「
海
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

 

今
後
、
海
業
推
進
に
伴
う
様
々

な
動
き
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
地
域
の
事
業
者
を
支
援
す
る

商
工
会
と
し
て
も
、
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

               

指
導
員
Ｙ
Ｋ

新
会
員
の
ご
紹
介

事
業
所
名 

（
支
所
・
支
部
名
）

　

代
表
者
名　

業
種

前
田
真
吾
（
原
町
中
）

　

               

便
利
屋

庄
司
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
西
町
）

　

庄
司
拡　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

Ｃ
ａ
ｌ
ｍ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
（
戸
田
）

　

吉
田
健　

宿
泊
業 （

敬
称
略
）

   

戸
田
支
所 

合
同
視
察
研
修

９
月　

日　

於　

東
京
都
台
東
区 

浅
草
雷
門
前 

（
3
面
に
詳
細
）
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後
期
会
費
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

日
頃
、
商
工
会
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
後
期
分
の
商

工
会
費
を
12
月
20
日
（
水
）
に
、

指
定
の
銀
行
口
座
か
ら
振
替
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
振
替
日
が

近
づ
き
ま
し
た
ら
、
残
高
の
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ま
た
、
口
座
振
替
を
指
定
し
て

い
な
い
原
支
所
の
事
業
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
請
求
書
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

10
月
か
ら
来
年
１
月
ま
で
の
間
、

沼
津
市
商
工
会
は
『
組
織
財
政
基

盤
強
化
推
進
月
間
』
と
し
て
、
会

員
事
業
所
の
経
営
安
定
と
商
工
会

の
基
盤
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

 

①
会
員
・
組
織
の
増
強
、
②
経

営
支
援
の
強
化
、
③
会
員
福
利
厚

生
の
充
実
、
④
商
工
会
の
自
己
財

源
比
率
の
向
上
の
４
つ
の
強
化
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

経
営
等
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
機
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

静
岡
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含

む
）
に
適
用
さ
れ
る
「
静
岡
県
最

低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、
令
和
５

年
10
月
１
日
か
ら
『
時
間
額
９
８

４
円
』
と
な
り
ま
し
た
。
特
定
の

産
業
に
は
産
業
別
の
最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

最
低
賃
金
改
正
9
8
4
円

福祉共済ご加入の皆様へ  ご確認下さい。

①けが、病気の共済金請求忘れはありませんか？

②個人賠償責任保険をご存知ですか？2016年に補償が
   追加されています。業務外で他人に損害を与えてしまった
   ケースを補償します。請求漏れはありませんか？
③経営相談の一環で生命保険の保険相談を行っています

      気になる点がある方は商工会までご連絡ください！

「
基
盤
強
化
推
進
月
間
」取
組
中
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